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図 9　山林科学大学の宿泊施設 図 10　移動に利用した大学所有の大型バス
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ようだった。
3. 実習の成果
　今回コーディネートをいただいた李悠教授には，実習スケジュールの管理はもちろん，江原大学
校内で事前に我々の専門と近い研究者を探していただいた。山林科学大学で学術林を案内いただい
たParkWanGeun教授は分類学や年輪年代学がご専門で，日本に留学経験がある。大学院は永松と
同窓で，共通の研究者仲間があることがわかりたいへん心強く感じた。森林環境実習について今回
は計画時から見学のみと決め調査道具を持たなかったが，次の機会にはぜひ学術林の林内での実習
を計画したい。情報技術大学のKim…KwangHo…教授は，電力工学を専門としており，再生可能エネ
ルギーによる発電電力の送電技術について研究している。田川の研究分野とも関連することから，
今後の情報交換についても協力してくれるとのことである。
　実習を実施する教員の専門分野と近い，江原大学の教員と連携するきっかけを作ることができた
ことは，今後の実習の進展につながる成果である。この連携を活かして，江原大学校の学生と共同
での実習が実現できればさらに教育効果は上がるであろう。将来的には教員同士の共同研究につな
がることを期待したい。
　帰国後，学生から実習に参加しての感想および意見を提出してもらったので，教育効果の一つと
して紹介したい。まず，参加した学生全員にとって初めての海外を経験したこともあり，「今回の
プログラムで初めて海外に行って，日本との文化や風土，言葉などの違いを肌で感じることができ
た。」，「韓国の人々は実に情が深く，人と人との間に壁があまり存在しないということを知りました。
来客者に対して，日本では考えられないほどの厚いもてなしを行うことや，見ず知らずの人に対し
て，あたかも以前からの知人であったかのように接しているのを目の当たりにし，とても驚きまし
た。」，「本場韓国料理の辛さに驚いた。」等，食事やもてなし方，挨拶など日本と韓国の身近な生活
習慣の違いについて大きな驚きと印象をもったようである。…
　実習の内容については，「日本で行っていた調査実習だけでは分からないような海外での事例な
どを，直接自分の目や耳で調査することができ視野や考えが広くなったように思える。」，「日本の
新エネルギー発電技術（特に太陽光発電）は専ら世界的に進んでいることもわかった。国内での比
較は日本で学ぶ機会があるが，世界レベルでの日本の位置は海外に来てわかるという面から，相対
的に物事を比較する上で視野が広がったように感じた。」，「韓国と日本の森林形態はほとんど差異
がなかった。ただ，植林する樹木の種類が異なる点，その樹木に商業的な要素を含んでいる点など
が日本と異なっていた。」等の感想が得られ，発電所の視察や演習林での現地調査から，両国にお
ける発電技術や森林環境の共通点や相違点を考えることができたようである。さらに，前述したよ
うに現地の学生に対して実習内容に関するプレゼンテーションを英語で行ったことについて，「日
本語でも大変なことを英語でするということで，準備には多くの時間がかかりましたが，大学の中
でめったにすることができない体験をできてよかったです。毎日朝起きてから夜寝るまでが勉強に
なる生活でした。」，「英語でプレゼンテーションすることがこんなに難しいんだなと初めて分かり
ました。このような体験は，日本にいたら経験することがなく，外国ならではの経験をすることが
できてとてもよかったと思います。」，「今回の実習で最も印象に残ったことが，調査結果を韓国の
学生に英語でプレゼンテーションすることだった。今までにプレゼンをしたことは何回もあるが，
英語で発表したことはなく，プレゼンの準備段階から発表まで悪戦苦闘した。それでも何とかプレ
ゼンを形にすることができ，とてもいい経験ができたと思う。」等，英語で発表することが学生た
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ちにとって大きな試練となる一方で，学生自身がこれまでに習得してきた英語の語学力を確認する
良い機会となった。しかし，「もう少しプレゼンの準備時間があれば，もっと完成度の高いプレゼ
ンができたと思う。」，「一つ心残りなことは，事前の韓国語の勉強が不十分だったことである。個
人での勉強はもちろん必要であるが，全体での勉強会が何回かあってもよかったと思う。」などの
意見もあり，事前準備の必要性や実習スケジュールを計画する上で改善すべき点があることもわ
かった。
　最後に，実習に参加したことを振り返って，「韓国という異文化に触れ，韓国を知ると同時に日
本を改めて知ることができた。このプログラムは我々学生にとって，少し大げさだが，世界を見る
もしくは世界を見ようとする意欲を掻き立てる貴重な機会であったと思う。」，「この実習に参加し
たことによって以前にもまして，海外への興味関心が増しました。」，「韓国の人々との交流も難し
かったですが，それ以上に学ぶことが多くあり，広い視野を持つことが少しは持てたと思います。
今回の実習を活かして，英語や卒論，人生をより充実したものにしていきたいです。」，「今回の実
習では調査実習としてだけではなく，人間としても良い経験ができ成長したと思っている。今後こ
のような実習があればまた参加したいと思うし，またこのような実習をもっと増やしてより多くの
大学生に体験して欲しいと思った。」等，実習に参加しての充実感と今後の勉学に対する意欲，海
外への興味・関心を高める効果があったことがうかがえる。
IV．課題と今後の展開
　今回，主に地域政策学科と地域環境学科の教員が中心となって非公式に立ち上げた「地域学部国
際交流体系化プロジェクト」の一環として，韓国・江原大学校をベースに1週間の日程で地域環境
分野を対象とした海外実習を計画・実行した。今回の実習は，地域学部における「海外フィールド
演習」の実現可能性をさぐることが目的であった。実習内容としては再生可能エネルギー利用調査
と森林環境実習を試みた。前述した学生の感想や意見からも，このような海外教育プログラムの実
施は，学生の勉学意欲や海外地域への興味・関心を高める効果が期待できることが確認できた。
　将来構想の一つとして国際戦略の強化を図る地域学部にとって，「海外フィールド演習」は学部
理念を具現化した魅力的かつユニークな教育プログラムとなりうる可能性を秘めている。中国，韓
国，ベトナムなどアジア地域の学術交流協定校と連携した「海外フィールド演習」は，地域学部の
国際交流活性化と学生教育の充実・深化を図る上で大きな効果をもたらすものと期待できる。
　そこで今後の参考として，「海外フィールド演習」の試みを通して得られた課題について述べたい。
まず，このプログラムの実施体制をどのように構築するかということを検討する必要がある。今回
は海外実習の構想から準備，実施までの期間が短かったため，江原大学校・李悠教授の個人的なつ
ながりを頼りに実習を実施したが，李教授と永松，田川の専門分野は全く異なっており，このまま
の体制でこの実習を継続すると李教授に負担をかけるばかりになってしまう。より専門的かつ具体
的な実習内容を計画するとともに，同じ専門分野を学ぶ学生同士の交流を深めるためにも，両大学
の同じ専門分野の教員同士のもとで実習を実施することが望ましい。そのためには，教員，学科，
学部レベルでの積極的な学術交流が必要である。今回の実習期間中に，海外実習の実施に関心をも
つ地域政策学科教員の中村，相沢両氏が江原大学校に視察に来られた。両氏は，学生の英語プレゼ
ンテーションを見学するとともに，観光経営学科所属で観光開発や景観が専門のYun…HeeJeong…博
士と打ち合わせをおこなった。地域政策学科の研究分野における実習実施の可能性について検討し
ていただいたことは，江原大学校におけるフィールド演習の継続とひろがりの最初の一歩になるも
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のと期待する。
　対象とする学生について，今回はすでに地域調査実習を終えて，地域調査力等の基礎的素養を身
につけた3年生を対象とした。これは，調査実習で習得したスキルが海外の地域でも応用可能であ
ることを学生に理解および体得させることを想定したからである。調査実習を経験していたことの
メリットは，例えば今回のプレゼンテーション準備に発揮されるなど一定の効果があったが，実習
内容の点では，勝手の違う海外で「調査実習の発展形」という内容で3年生の実習を行うことは容
易でないように感じられた。また，海外での実習を国内の地域調査実習の発展形として扱うには，
同一の学生が国内と海外とで同じ分野の実習を経験し両者を比較することが望ましいが，これは参
加学生を極端に限定してしまうことにつながり，実質的には困難である。学生の感想からも海外地
域自体への興味・関心，語学力の重要性の認識，専門分野に対する勉学意識を向上させる効果が期
待できたことから，「海外フィールド演習」を例えば1年次などの早い時期に実施することにも大き
な意義があるように思われる。
　海外に学生を連れて実習を行うためには，予算的な裏付けも必要となる。今回は学部長の後押し
により，学部長裁量経費による引率教員の渡航費用捻出と江原大学校への経費支払いができたが，
引率2名，8日間の日程で50万円超の予算を必要とした。このこころみを単年度で終わらせず，継続
するとともに拡充していくためには，より大きな予算的な裏付けが必須である。議論と小規模な試
行を重ね，今後カリキュラム化について学部内のコンセンサスを得るとともに，全学的な理解を得
て文部科学省が設けている教育改善のためのプロジェクト等に応募する必要があるだろう。
　今回は，時間が足りず覚書など組織間の文書交換はできなかったが，海外実習を続けて行くため
には，鳥取大学と江原大学校の組織的な理解と援助を得ることも重要と考える。我々は滞在中に，
江原大学校の国際交流センターを訪問し，センター長であるYu…JaeYoung教授と懇談した。教員
および学生の派遣・受入れについて両大学の国際交流センターの協力を得ることも必要となろう。
　このように「海外地域調査入門」の提案は，「地域学部国際交流体系化プロジェクト」の一環として，
学術交流シーズや教育カリキュラムの掘りおこしから生まれたものである。実際に実施するには今
後，実施経費，実施体制の組織化，相手先との緊密な連絡，現地での宿舎や移動手段の確保，「授
業科目」としての単位化など多くの検討が必要となる。しかし中国や韓国との活発な交流を指向し
北東アジア地域を学部国際戦略に掲げる地域学部において，アジア地域を対象とした海外教育プロ
グラムは検討の価値を持つと考える。鳥取大学の中でも魅力的かつユニークな教育プログラムとな
りうる可能性も持つ。今回の報告と検討が学生教育の改善，新たな海外教育プログラムへの展開に
役立ち，さらなる地域学部の発展につながれば幸いである。
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